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【公表日】平成20年12月25日(2008.12.25)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月28日(2009.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＰＶを含むポリマー材料から製造される固定シールであって、該ＴＰＶは、
　（１）（Ａ）約１５～６０重量パーセントのポリアルキレンフタレートポリエステルポ
リマーまたは共重合体連続相と、
　（Ｂ）ゴムが過酸化物フリーラジカル開始剤および有機ジエン助剤で動的架橋されてい
る、約４０～８５重量パーセントのポリエチレン／（メタ）アクリレートゴム分散相と
を含むＴＰＶ；
　（２）２５～６０重量％のポリアミド樹脂および７５～４０重量％のゴム構成材料を含
むＴＰＶであって、前記ゴム構成材料が２０～８０重量％の水素化ニトリル基含有ゴムお
よび８０～２０重量％のアクリルゴムを含み、前記ゴム構成材料が前記ポリアミド樹脂中
に架橋粒子の形態で分散され；前記水素化ニトリル基含有ゴムが１０～６０重量％のビニ
ルニトリル、１５～９０重量％の共役ジエンならびにビニルニトリルおよび前記共役ジエ
ンと共重合可能な０～７５重量％のモノマーを含有する水素化共重合体であり、前記水素
化ニトリル基含有ゴムが１２０またはそれ未満のヨウ素価を有し；前記アクリルゴムがア
ルキルアセテートおよびアルコキシ置換アルキルアクリレートからなる群から選択される
少なくとも１つのアクリレートの非共役ジエン、共役ジエン、ジヒドロジシクロペンタジ
エニル基含有（メタ）アクリレート、エポキシ基含有エチレン系不飽和化合物、活性ハロ
ゲン含有エチレン系不飽和化合物およびカルボキシル基含有エチレン系不飽和化合物から
なる群から選択される少なくとも１つの化合物との共重合体であるＴＰＶ；
　（３）（Ｉ）（Ｃ）２５℃～２７５℃の融点またはガラス転移温度を有するレオロジー
的に安定なポリアミド樹脂、
　（Ｄ）（Ｄ’）少なくとも３０の可塑度を有し、そして平均少なくとも２つのアルケニ
ル基をその分子中に有する１００重量部のジオルガノポリシロキサンゴムおよび（Ｄ”）
５～２００重量部の強化フィラーを含むシリコーンベースであって、前記シリコーンベー
ス対前記ポリアミド樹脂の重量比が３５：６５超～８５：１５であるシリコーンベース、
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　（Ｅ）前記ポリアミド樹脂１００重量部当たり、（ｉ）エチレン系不飽和基、エポキシ
、酸無水物、シラノール、カルボキシル、ヒドロキシル、１～２０個の炭素原子を有する
アルコキシまたはオキサゾリンから独立して選択される少なくとも２つの基をその分子中
に含有する、８００未満の分子量を有する０．１～５重量部のカップリング剤、（ｉｉ）
エポキシ、酸無水物、シラノール、カルボキシル、アミン、１～２０個の炭素原子を有す
るアルコキシまたはオキサゾリンから選択される少なくとも１つの基をその分子中に有す
る０．１～１０重量部の官能性ジオルガノポリシロキサン、または（ｉｉｉ）少なくとも
１つのジオルガノポリシロキサンブロックとポリアミド、ポリエーテル、ポリウレタン、
ポリウレア、ポリカーボネートおよびポリアクリレートから選択された少なくとも１つの
ブロックとを含む０．１～１０重量部の共重合体から選択される相溶化剤、
　（Ｆ）平均少なくとも２つのケイ素結合水素基をその分子中に含有する有機ヒドリドケ
イ素化合物、ならびに
　（Ｇ）ヒドロシリル化触媒
を混合する工程であって、
　構成材料（Ｆ）および（Ｇ）が前記ジオルガノポリシロキサン（Ｄ’）を硬化させるの
に十分な量で存在する工程と、
　（ＩＩ）前記ジオルガノポリシロキサン（Ｄ’）を動的に硬化させる工程と
を含む方法によって製造されるＴＰＶ；
　（４）（Ｉ）（Ｈ）５０容量パーセントより多いポリエステル樹脂を含む熱可塑性樹脂
であって、２３℃～３００℃の軟化点を有する熱可塑性樹脂、
　（Ｉ）（Ｉ’）少なくとも３０の可塑度を有し、そして平均少なくとも２つのアルケニ
ル基をその分子中に有する１００重量部のジオルガノポリシロキサンゴムおよび、任意選
択的に、（Ｉ”）２００重量部以下の強化フィラーを含むシリコーンエラストマーであっ
て、前記シリコーンエラストマー対前記熱可塑性樹脂の重量比が３５：６５～８５：１５
であるシリコーンエラストマー、
　（Ｊ）グリシジルエステル相溶化剤、
　（Ｋ）平均少なくとも２つのケイ素結合水素基をその分子中に含有する有機ヒドリドケ
イ素化合物、ならびに
　（Ｌ）ヒドロシリル化触媒
を混合する工程であって、
　構成材料（Ｋ）および（Ｌ）が前記ジオルガノポリシロキサン（Ｉ’）を硬化させるの
に十分な量で存在する工程と、
　（ＩＩ）前記ジオルガノポリシロキサン（Ｉ’）を動的に加硫させる工程と
を含む方法によって製造されたＴＰＶ；
　（５）２０～７０重量％の２つ以上のポリアルキレンフタレートの混合物（Ｍ）、
　２～６０重量％の架橋アクリレートゴム、
　０．５～２０重量％のアイオノマー、ならびに
　１～３０重量％のエチレン、ブチルアクリレート（ＢＡ）およびグリシジルメタクリレ
ート（ＧＭＡ）の三元共重合体
を含むＴＰＶであって、
　重量百分率が上記原料の合計を基準とするＴＰＶ；
　（６）２０～８０重量％の２つ以上のポリアルキレンフタレートの混合物（Ｍ）、
　２～６０重量％の架橋アクリレートゴム、
　０～２０重量％のアイオノマー、ならびに
　０～３０重量％のエチレン、ブチルアクリレート（ＢＡ）およびグリシジルメタクリレ
ート（ＧＭＡ）の三元共重合体
を含むＴＰＶであって、
　重量百分率が上記原料の合計を基準とするＴＰＶ；および
　（７）上記ＴＰＶ（１）～（６）の混合物
から選択され、
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該シールは屈曲シールであることを特徴とする固定シール。
【請求項２】
　ＴＰＶ（１）を含み、該ＴＰＶが以下の特徴：
　ポリアルキレンフタレートポリエステルポリマーまたは共重合体（Ａ）がポリ（ブチレ
ンテレフタレート）のセグメントとポリ（テトラメチレングリコール）のセグメントとの
ブロック共重合体であり、ゴム（Ｂ）がエチレン／メチルアクリレート共重合体エラスト
マーであり、過酸化物フリーラジカル開始剤が２，５－ジメチル－２，５－ジ－（ｔ－ブ
チルペルオキシ）ヘキシン－３であり、そして有機ジエン助剤がジエチレングリコールジ
メタクリレートである
を有することを特徴とする請求項１に記載の固定シール。
【請求項３】
　最大シール変形を制限し、それによって材料上の塑性歪みを低減するボスを有すること
を特徴とする請求項１に記載の固定シール。
【請求項４】
　第１ポリマー材料から製造される第１構成部材と、
　ＴＰＶから製造される固定屈曲シールを含むシーリング構成部材とを含む二部材成形品
であって、ＴＰＶが
　（１）（Ａ）約１５～６０重量パーセントのポリアルキレンフタレートポリエステルポ
リマーまたは共重合体連続相と、
　（Ｂ）ゴムが過酸化物フリーラジカル開始剤および有機ジエン助剤で動的架橋されてい
る、約４０～８５重量パーセントのポリエチレン／（メタ）アクリレートゴム分散相と
を含むＴＰＶ；
　（２）２５～６０重量％のポリアミド樹脂および７５～４０重量％のゴム構成材料を含
むＴＰＶであって、前記ゴム構成材料が２０～８０重量％の水素化ニトリル基含有ゴムお
よび８０～２０重量％のアクリルゴムを含み、前記ゴム構成材料が前記ポリアミド樹脂中
に架橋粒子の形態で分散され；前記水素化ニトリル基含有ゴムが１０～６０重量％のビニ
ルニトリル、１５～９０重量％の共役ジエンならびにビニルニトリルおよび前記共役ジエ
ンと共重合可能な０～７５重量％のモノマーを含有する水素化共重合体であり、前記水素
化ニトリル基含有ゴムが１２０またはそれ未満のヨウ素価を有し；前記アクリルゴムがア
ルキルアセテートおよびアルコキシ置換アルキルアクリレートからなる群から選択される
少なくとも１つのアクリレートの非共役ジエン、共役ジエン、ジヒドロジシクロペンタジ
エニル基含有（メタ）アクリレート、エポキシ基含有エチレン系不飽和化合物、活性ハロ
ゲン含有エチレン系不飽和化合物およびカルボキシル基含有エチレン系不飽和化合物から
なる群から選択される少なくとも１つの化合物との共重合体であるＴＰＶ；
　（３）（Ｉ）（Ｃ）２５℃～２７５℃の融点またはガラス転移温度を有するレオロジー
的に安定なポリアミド樹脂、
　（Ｄ）（Ｄ’）少なくとも３０の可塑度を有し、そして平均少なくとも２つのアルケニ
ル基をその分子中に有する１００重量部のジオルガノポリシロキサンゴムおよび（Ｄ”）
５～２００重量部の強化フィラーを含むシリコーンベースであって、前記シリコーンベー
ス対前記ポリアミド樹脂の重量比が３５：６５超～８５：１５であるシリコーンベース、
　（Ｅ）前記ポリアミド樹脂１００重量部当たり、（ｉ）エチレン系不飽和基、エポキシ
、酸無水物、シラノール、カルボキシル、ヒドロキシル、１～２０個の炭素原子を有する
アルコキシまたはオキサゾリンから独立して選択される少なくとも２つの基をその分子中
に含有する、８００未満の分子量を有する０．１～５重量部のカップリング剤、（ｉｉ）
エポキシ、酸無水物、シラノール、カルボキシル、アミン、１～２０個の炭素原子を有す
るアルコキシまたはオキサゾリンから選択される少なくとも１つの基をその分子中に有す
る０．１～１０重量部の官能性ジオルガノポリシロキサン、または（ｉｉｉ）少なくとも
１つのジオルガノポリシロキサンブロックとポリアミド、ポリエーテル、ポリウレタン、
ポリウレア、ポリカーボネートおよびポリアクリレートから選択される少なくとも１つの
ブロックとを含む０．１～１０重量部の共重合体から選択される相溶化剤、



(4) JP 2008-546852 A5 2009.3.19

　（Ｆ）平均少なくとも２つのケイ素結合水素基をその分子中に含有する有機ヒドリドケ
イ素化合物、ならびに
　（Ｇ）ヒドロシリル化触媒
を混合する工程であって、
　構成材料（Ｆ）および（Ｇ）が前記ジオルガノポリシロキサン（Ｄ’）を硬化させるの
に十分な量で存在する工程と、
　（ＩＩ）前記ジオルガノポリシロキサン（Ｄ’）を動的に硬化させる工程と
を含む方法によって製造されるＴＰＶ；
　（４）（Ｉ）（Ｈ）５０容量パーセントより多いポリエステル樹脂を含む熱可塑性樹脂
であって、２３℃～３００℃の軟化点を有する熱可塑性樹脂、
　（Ｉ）（Ｉ’）少なくとも３０の可塑度を有し、そして平均少なくとも２つのアルケニ
ル基をその分子中に有する１００重量部のジオルガノポリシロキサンゴムおよび、任意選
択的に、（Ｉ”）２００重量部以下の強化フィラーを含むシリコーンエラストマーであっ
て、前記シリコーンエラストマー対前記熱可塑性樹脂の重量比が３５：６５～８５：１５
であるシリコーンエラストマー、
　（Ｊ）グリシジルエステル相溶化剤、
　（Ｋ）平均少なくとも２つのケイ素結合水素基をその分子中に含有する有機ヒドリドケ
イ素化合物、ならびに
　（Ｌ）ヒドロシリル化触媒
を混合する工程であって、
　構成材料（Ｋ）および（Ｌ）が前記ジオルガノポリシロキサン（Ｉ’）を硬化させるの
に十分な量で存在する工程と、
　（ＩＩ）前記ジオルガノポリシロキサン（Ｉ’）を動的に加硫させる工程と
を含む方法によって製造されるＴＰＶ；
　（５）２０～７０重量％の２つ以上のポリアルキレンフタレートの混合物（Ｍ）、
　２～６０重量％の架橋アクリレートゴム、
　０．５～２０重量％のアイオノマー、ならびに
　１～３０重量％のエチレン、ブチルアクリレート（ＢＡ）およびグリシジルメタクリレ
ート（ＧＭＡ）の三元共重合体
を含むＴＰＶであって、
　重量百分率が上記原料の合計を基準とするＴＰＶ；、
　（６）２０～８０重量％の２つ以上のポリアルキレンフタレートの混合物（Ｍ）、
　２～６０重量％の架橋アクリレートゴム、
　０～２０重量％のアイオノマー、ならびに
　０～３０重量％のエチレン、ブチルアクリレート（ＢＡ）およびグリシジルメタクリレ
ート（ＧＭＡ）の三元共重合体
を含むＴＰＶであって、
　重量百分率が上記原料の合計を基準とするＴＰＶ；および
　（７）上記ＴＰＶ（１）～（６）の混合物
から選択されることを特徴とする二部材成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　これらの結果を、１５０℃で５０時間後の保持シーリング力を示す図８で棒グラフとし
て図解する。縦線で満たされた棒は、デュポンＴＭＥＴＰＶ　９０Ａ０１ＨＳについての
圧縮試験（１５％）に関して保持シーリング力を示し、それは屈曲試験（５９％）下で同
じ材料についての保持シーリング力を示す斑点で満たされた棒と比較することができる。
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波線で満たされた棒は、圧縮試験（１９％）に関してデュポンＴＭＥＴＰＶ　６０Ａ０１
ＨＳＬについての保持シーリング力を示し、それは屈曲試験（７８％）下で同じ材料につ
いての保持力を示す平行線模様（またはチェック）で満たされた棒と比較することができ
る。明らかに保持シーリング力は屈曲力下で両ＴＰＶについて著しく高い。
　以下に、本発明の好ましい態様を示す。
１．　ＴＰＶを含むポリマー材料から製造される固定シールであって、該ＴＰＶは、
　（１）（Ａ）約１５～６０重量パーセントのポリアルキレンフタレートポリエステルポ
リマーまたは共重合体連続相と、
　（Ｂ）ゴムが過酸化物フリーラジカル開始剤および有機ジエン助剤で動的架橋されてい
る、約４０～８５重量パーセントのポリエチレン／（メタ）アクリレートゴム分散相と
を含むＴＰＶ；
　（２）２５～６０重量％のポリアミド樹脂および７５～４０重量％のゴム構成材料を含
むＴＰＶであって、前記ゴム構成材料が２０～８０重量％の水素化ニトリル基含有ゴムお
よび８０～２０重量％のアクリルゴムを含み、前記ゴム構成材料が前記ポリアミド樹脂中
に架橋粒子の形態で分散され；前記水素化ニトリル基含有ゴムが１０～６０重量％のビニ
ルニトリル、１５～９０重量％の共役ジエンならびにビニルニトリルおよび前記共役ジエ
ンと共重合可能な０～７５重量％のモノマーを含有する水素化共重合体であり、前記水素
化ニトリル基含有ゴムが１２０またはそれ未満のヨウ素価を有し；前記アクリルゴムがア
ルキルアセテートおよびアルコキシ置換アルキルアクリレートからなる群から選択される
少なくとも１つのアクリレートの非共役ジエン、共役ジエン、ジヒドロジシクロペンタジ
エニル基含有（メタ）アクリレート、エポキシ基含有エチレン系不飽和化合物、活性ハロ
ゲン含有エチレン系不飽和化合物およびカルボキシル基含有エチレン系不飽和化合物から
なる群から選択される少なくとも１つの化合物との共重合体であるＴＰＶ；
　（３）（Ｉ）（Ｃ）２５℃～２７５℃の融点またはガラス転移温度を有するレオロジー
的に安定なポリアミド樹脂、
　（Ｄ）（Ｄ’）少なくとも３０の可塑度を有し、そして平均少なくとも２つのアルケニ
ル基をその分子中に有する１００重量部のジオルガノポリシロキサンゴムおよび（Ｄ”）
５～２００重量部の強化フィラーを含むシリコーンベースであって、前記シリコーンベー
ス対前記ポリアミド樹脂の重量比が３５：６５超～８５：１５であるシリコーンベース、
　（Ｅ）前記ポリアミド樹脂１００重量部当たり、（ｉ）エチレン系不飽和基、エポキシ
、酸無水物、シラノール、カルボキシル、ヒドロキシル、１～２０個の炭素原子を有する
アルコキシまたはオキサゾリンから独立して選択される少なくとも２つの基をその分子中
に含有する、８００未満の分子量を有する０．１～５重量部のカップリング剤、（ｉｉ）
エポキシ、酸無水物、シラノール、カルボキシル、アミン、１～２０個の炭素原子を有す
るアルコキシまたはオキサゾリンから選択される少なくとも１つの基をその分子中に有す
る０．１～１０重量部の官能性ジオルガノポリシロキサン、または（ｉｉｉ）少なくとも
１つのジオルガノポリシロキサンブロックとポリアミド、ポリエーテル、ポリウレタン、
ポリウレア、ポリカーボネートおよびポリアクリレートから選択された少なくとも１つの
ブロックとを含む０．１～１０重量部の共重合体から選択される相溶化剤、
　（Ｆ）平均少なくとも２つのケイ素結合水素基をその分子中に含有する有機ヒドリドケ
イ素化合物、ならびに
　（Ｇ）ヒドロシリル化触媒
を混合する工程であって、
　構成材料（Ｆ）および（Ｇ）が前記ジオルガノポリシロキサン（Ｄ’）を硬化させるの
に十分な量で存在する工程と、
　（ＩＩ）前記ジオルガノポリシロキサン（Ｄ’）を動的に硬化させる工程と
を含む方法によって製造されるＴＰＶ；
　（４）（Ｉ）（Ｈ）５０容量パーセントより多いポリエステル樹脂を含む熱可塑性樹脂
であって、２３℃～３００℃の軟化点を有する熱可塑性樹脂、
　（Ｉ）（Ｉ’）少なくとも３０の可塑度を有し、そして平均少なくとも２つのアルケニ
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ル基をその分子中に有する１００重量部のジオルガノポリシロキサンゴムおよび、任意選
択的に、（Ｉ”）２００重量部以下の強化フィラーを含むシリコーンエラストマーであっ
て、前記シリコーンエラストマー対前記熱可塑性樹脂の重量比が３５：６５～８５：１５
であるシリコーンエラストマー、
　（Ｊ）グリシジルエステル相溶化剤、
　（Ｋ）平均少なくとも２つのケイ素結合水素基をその分子中に含有する有機ヒドリドケ
イ素化合物、ならびに
　（Ｌ）ヒドロシリル化触媒
を混合する工程であって、
　構成材料（Ｋ）および（Ｌ）が前記ジオルガノポリシロキサン（Ｉ’）を硬化させるの
に十分な量で存在する工程と、
　（ＩＩ）前記ジオルガノポリシロキサン（Ｉ’）を動的に加硫させる工程と
を含む方法によって製造されたＴＰＶ；
　（５）２０～７０重量％の２つ以上のポリアルキレンフタレートの混合物（Ｍ）、
　２～６０重量％の架橋アクリレートゴム、
　０．５～２０重量％のアイオノマー、ならびに
　１～３０重量％のエチレン、ブチルアクリレート（ＢＡ）およびグリシジルメタクリレ
ート（ＧＭＡ）の三元共重合体
を含むＴＰＶであって、
　重量百分率が上記原料の合計を基準とするＴＰＶ；
　（６）２０～８０重量％の２つ以上のポリアルキレンフタレートの混合物（Ｍ）、
　２～６０重量％の架橋アクリレートゴム、
　０～２０重量％のアイオノマー、ならびに
　０～３０重量％のエチレン、ブチルアクリレート（ＢＡ）およびグリシジルメタクリレ
ート（ＧＭＡ）の三元共重合体
を含むＴＰＶであって、
　重量百分率が上記原料の合計を基準とするＴＰＶ；および
　（７）上記ＴＰＶ（１）～（６）の混合物
から選択され、
該シールは屈曲シールであることを特徴とする固定シール。
２．　ＴＰＶ（１）を含み、ＴＰＶ（１）の連続相のポリアルキレンフタレートポリエス
テルポリマーまたは共重合体（Ａ）がポリアルキレンテレフタレート、ポリアルキレンテ
レフタレート共重合体、およびコポリエーテル－エステルブロック共重合体エラストマー
またはコポリエステル－エステルブロック共重合体エラストマーからなる群から選択され
ることを特徴とする１．に記載の固定シール。
３．　ＴＰＶ（１）を含み、有機ジエン助剤がジエチレングリコールジアクリレート、ジ
エチレングリコールジメタクリレート、Ｎ，Ｎ’－ｍ－フェニレンジマレイミド、および
トリアリルイソシアヌレートから選択されることを特徴とする１．に記載の固定シール。
４．　ＴＰＶ（１）を含み、フリーラジカル開始剤が２，５－ジメチル－２，５－ジ－（
ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキシン－３、２，５－ジメチル－２，５－ジ－（ｔ－ブチルペ
ルオキシ）ヘキサン、またはｔ－ブチルペルオキシベンゾエートから選択されることを特
徴とする１．に記載の固定シール。
５．　ＴＰＶ（１）を含み、該ＴＰＶが以下の特徴：
　ポリアルキレンフタレートポリエステルポリマーまたは共重合体（Ａ）がポリ（ブチレ
ンテレフタレート）のセグメントとポリ（テトラメチレングリコール）のセグメントとの
ブロック共重合体であり、ゴム（Ｂ）がエチレン／メチルアクリレート共重合体エラスト
マーであり、過酸化物フリーラジカル開始剤が２，５－ジメチル－２，５－ジ－（ｔ－ブ
チルペルオキシ）ヘキシン－３であり、そして有機ジエン助剤がジエチレングリコールジ
メタクリレートである
を有することを特徴とする１．に記載の固定シール。
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６．　最大シール変形を制限し、それによって材料上の塑性歪みを低減するボスを有する
ことを特徴とする１．に記載の固定シール。
７．　ＴＰＶをモールド成形するか、押し出しするかまたは造形して屈曲シールを形成す
る工程を含む固定屈曲シールの製造方法であって、ＴＰＶが
　（Ａ）約１５～６０重量パーセントのポリアルキレンフタレートポリエステルポリマー
または共重合体連続相と、
　（Ｂ）約４０～８５重量パーセントのポリエチレン／（メタ）アクリレートゴム分散相
であって、ゴムが過酸化物フリーラジカル開始剤および有機ジエン助剤で動的架橋されて
いる分散相とを含むことを特徴とする方法。
８．　射出成形の工程を含むことを特徴とする７．に記載の方法。
９．　第１ポリマー材料から製造される第１構成部材と、
　ＴＰＶから製造される固定屈曲シールを含むシーリング構成部材とを含む二部材成形品
であって、ＴＰＶが
　（１）（Ａ）約１５～６０重量パーセントのポリアルキレンフタレートポリエステルポ
リマーまたは共重合体連続相と、
　（Ｂ）ゴムが過酸化物フリーラジカル開始剤および有機ジエン助剤で動的架橋されてい
る、約４０～８５重量パーセントのポリエチレン／（メタ）アクリレートゴム分散相と
を含むＴＰＶ；
　（２）２５～６０重量％のポリアミド樹脂および７５～４０重量％のゴム構成材料を含
むＴＰＶであって、前記ゴム構成材料が２０～８０重量％の水素化ニトリル基含有ゴムお
よび８０～２０重量％のアクリルゴムを含み、前記ゴム構成材料が前記ポリアミド樹脂中
に架橋粒子の形態で分散され；前記水素化ニトリル基含有ゴムが１０～６０重量％のビニ
ルニトリル、１５～９０重量％の共役ジエンならびにビニルニトリルおよび前記共役ジエ
ンと共重合可能な０～７５重量％のモノマーを含有する水素化共重合体であり、前記水素
化ニトリル基含有ゴムが１２０またはそれ未満のヨウ素価を有し；前記アクリルゴムがア
ルキルアセテートおよびアルコキシ置換アルキルアクリレートからなる群から選択される
少なくとも１つのアクリレートの非共役ジエン、共役ジエン、ジヒドロジシクロペンタジ
エニル基含有（メタ）アクリレート、エポキシ基含有エチレン系不飽和化合物、活性ハロ
ゲン含有エチレン系不飽和化合物およびカルボキシル基含有エチレン系不飽和化合物から
なる群から選択される少なくとも１つの化合物との共重合体であるＴＰＶ；
　（３）（Ｉ）（Ｃ）２５℃～２７５℃の融点またはガラス転移温度を有するレオロジー
的に安定なポリアミド樹脂、
　（Ｄ）（Ｄ’）少なくとも３０の可塑度を有し、そして平均少なくとも２つのアルケニ
ル基をその分子中に有する１００重量部のジオルガノポリシロキサンゴムおよび（Ｄ”）
５～２００重量部の強化フィラーを含むシリコーンベースであって、前記シリコーンベー
ス対前記ポリアミド樹脂の重量比が３５：６５超～８５：１５であるシリコーンベース、
　（Ｅ）前記ポリアミド樹脂１００重量部当たり、（ｉ）エチレン系不飽和基、エポキシ
、酸無水物、シラノール、カルボキシル、ヒドロキシル、１～２０個の炭素原子を有する
アルコキシまたはオキサゾリンから独立して選択される少なくとも２つの基をその分子中
に含有する、８００未満の分子量を有する０．１～５重量部のカップリング剤、（ｉｉ）
エポキシ、酸無水物、シラノール、カルボキシル、アミン、１～２０個の炭素原子を有す
るアルコキシまたはオキサゾリンから選択される少なくとも１つの基をその分子中に有す
る０．１～１０重量部の官能性ジオルガノポリシロキサン、または（ｉｉｉ）少なくとも
１つのジオルガノポリシロキサンブロックとポリアミド、ポリエーテル、ポリウレタン、
ポリウレア、ポリカーボネートおよびポリアクリレートから選択される少なくとも１つの
ブロックとを含む０．１～１０重量部の共重合体から選択される相溶化剤、
　（Ｆ）平均少なくとも２つのケイ素結合水素基をその分子中に含有する有機ヒドリドケ
イ素化合物、ならびに
　（Ｇ）ヒドロシリル化触媒
を混合する工程であって、
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　構成材料（Ｆ）および（Ｇ）が前記ジオルガノポリシロキサン（Ｄ’）を硬化させるの
に十分な量で存在する工程と、
　（ＩＩ）前記ジオルガノポリシロキサン（Ｄ’）を動的に硬化させる工程と
を含む方法によって製造されるＴＰＶ；
　（４）（Ｉ）（Ｈ）５０容量パーセントより多いポリエステル樹脂を含む熱可塑性樹脂
であって、２３℃～３００℃の軟化点を有する熱可塑性樹脂、
　（Ｉ）（Ｉ’）少なくとも３０の可塑度を有し、そして平均少なくとも２つのアルケニ
ル基をその分子中に有する１００重量部のジオルガノポリシロキサンゴムおよび、任意選
択的に、（Ｉ”）２００重量部以下の強化フィラーを含むシリコーンエラストマーであっ
て、前記シリコーンエラストマー対前記熱可塑性樹脂の重量比が３５：６５～８５：１５
であるシリコーンエラストマー、
　（Ｊ）グリシジルエステル相溶化剤、
　（Ｋ）平均少なくとも２つのケイ素結合水素基をその分子中に含有する有機ヒドリドケ
イ素化合物、ならびに
　（Ｌ）ヒドロシリル化触媒
を混合する工程であって、
　構成材料（Ｋ）および（Ｌ）が前記ジオルガノポリシロキサン（Ｉ’）を硬化させるの
に十分な量で存在する工程と、
　（ＩＩ）前記ジオルガノポリシロキサン（Ｉ’）を動的に加硫させる工程と
を含む方法によって製造されるＴＰＶ；
　（５）２０～７０重量％の２つ以上のポリアルキレンフタレートの混合物（Ｍ）、
　２～６０重量％の架橋アクリレートゴム、
　０．５～２０重量％のアイオノマー、ならびに
　１～３０重量％のエチレン、ブチルアクリレート（ＢＡ）およびグリシジルメタクリレ
ート（ＧＭＡ）の三元共重合体
を含むＴＰＶであって、
　重量百分率が上記原料の合計を基準とするＴＰＶ；、
　（６）２０～８０重量％の２つ以上のポリアルキレンフタレートの混合物（Ｍ）、
　２～６０重量％の架橋アクリレートゴム、
　０～２０重量％のアイオノマー、ならびに
　０～３０重量％のエチレン、ブチルアクリレート（ＢＡ）およびグリシジルメタクリレ
ート（ＧＭＡ）の三元共重合体
を含むＴＰＶであって、
　重量百分率が上記原料の合計を基準とするＴＰＶ；および
　（７）上記ＴＰＶ（１）～（６）の混合物
から選択されることを特徴とする二部材成形品。
１０．　第１構成部材がナイロン、ＬＣＰ、ＰＥＴ、ＰＢＴ、ＰＣＴ、ポリカーボネート
、ＰＶＣ、ＡＢＳ、ポリエチレン、ポリプロピレン、およびこれらの混合物から選択され
るポリマー材料を含むことを特徴とする９．に記載の二部材成形品。
１１．　ＴＰＶ（１）を含み、該ＴＰＶの連続相のポリアルキレンフタレートポリエステ
ルポリマーまたは共重合体（Ａ）がポリアルキレンテレフタレート、ポリアルキレンテレ
フタレート共重合体、およびコポリエーテル－エステルブロック共重合体エラストマーま
たはコポリエステル－エステルブロック共重合体エラストマーからなる群から選択される
ことを特徴とする９．に記載の二部材成形品。
１２．　ＴＰＶ（１）を含み、有機ジエン助剤がジエチレングリコールジアクリレート、
ジエチレングリコールジメタクリレート、Ｎ，Ｎ’－ｍ－フェニレンジマレイミド、およ
びトリアリルイソシアヌレートから選択されることを特徴とする９．に記載の二部材成形
品。
１３．　ＴＰＶ（１）を含み、フリーラジカル開始剤が２，５－ジメチル－２，５－ジ－
（ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキシン－３、２，５－ジメチル－２，５－ジ－（ｔ－ブチル
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ペルオキシ）ヘキサン、またはｔ－ブチルペルオキシベンゾエートから選択されることを
特徴とする９．に記載の二部材成形品。
１４．　ＴＰＶ（１）を含み、該ＴＰＶが以下の特徴：
　ポリアルキレンフタレートポリエステルポリマーまたは共重合体（Ａ）がポリ（ブチレ
ンテレフタレート）のセグメントとポリ（テトラメチレングリコール）のセグメントとの
ブロック共重合体であり、ゴム（Ｂ）がエチレン／メチルアクリレート共重合体エラスト
マーであり、過酸化物フリーラジカル開始剤が２，５－ジメチル－２，５－ジ－（ｔ－ブ
チルペルオキシ）ヘキシン－３であり、そして有機ジエン助剤がジエチレングリコールジ
メタクリレートである
を有することを特徴とする９．に記載の二部材成形品。
１５．　一体二部材成形品が形成されるように、
　第１ポリマー材料をモールドヘ射出成形して第１構成部材を形成する工程と、
　ＴＰＡをモールドへ射出成形してシーリング構成部材を形成する工程とを含み、ＴＰＶ
が、
　（Ａ）約１５～６０重量パーセントのポリアルキレンフタレートポリエステルポリマー
または共重合体連続相と、
　（Ｂ）約４０～８５重量パーセントのポリエチレン／（メタ）アクリレートゴム分散相
であって、ゴムが過酸化物フリーラジカル開始剤および有機ジエン助剤で動的架橋されて
いる分散相とを含むことを特徴とする二部材成形品の製造方法。
１６．　第１構成部材がナイロン、ＬＣＰ、ＰＥＴ、ＰＢＴ、ＰＣＴ、ポリカーボネート
、ＡＢＳ、ＰＶＣ、ポリエチレン、ポリプロピレン、およびこれらの混合物から選択され
るポリマー材料を含むことを特徴とする１５．に記載の方法。
１７．　ＴＰＶの連続相のポリアルキレンフタレートポリエステルポリマーまたは共重合
体（Ａ）がポリアルキレンテレフタレート、ポリアルキレンテレフタレート共重合体、お
よびコポリエーテル－エステルブロック共重合体エラストマーまたはコポリエステル－エ
ステルブロック共重合体エラストマーからなる群から選択されることを特徴とする１５．
に記載の方法。
１８．　有機ジエン助剤がジエチレングリコールジアクリレート、ジエチレングリコール
ジメタクリレート、Ｎ，Ｎ’－ｍ－フェニレンジマレイミド、およびトリアリルイソシア
ヌレートから選択されることを特徴とする１５．に記載の方法。
１９．　フリーラジカル開始剤が２，５－ジメチル－２，５－ジ－（ｔ－ブチルペルオキ
シ）ヘキシン－３、２，５－ジメチル－２，５－ジ－（ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキサン
、またはｔ－ブチルペルオキシベンゾエートから選択されることを特徴とする１５．に記
載の方法。
２０．　ＴＰＶが以下の特徴：
　ポリアルキレンフタレートポリエステルポリマーまたは共重合体（Ａ）がポリ（ブチレ
ンテレフタレート）のセグメントとポリ（テトラメチレングリコール）のセグメントとの
ブロック共重合体であり、ゴム（Ｂ）がエチレン／メチルアクリレート共重合体エラスト
マーであり、過酸化物フリーラジカル開始剤が２，５－ジメチル－２，５－ジ－（ｔ－ブ
チルペルオキシ）ヘキシン－３であり、そして有機ジエン助剤がジエチレングリコールジ
メタクリレートである
を有することを特徴とする１５．に記載の方法。


	header
	written-amendment

